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　ＪＡしまねとＪＡしまね女性部は１２月６
日、出雲市のラピタウェデイングパレスで第19回県家の光
大会ならびにＪＡしまね女性部研修会を開き、家の光愛読者
や女性部員など約170人が参加しました。
　くにびき、雲南、出雲の各地区本部の愛読者による記事
活用体験発表では、「輝く～私たちのえんまん座～」と題して、
『家の光』への掲載をきっかけにメンバー拡大などに取組
んだことを発表した出雲地区本部の飯國恵美子さんが最優
秀賞に選ばれました。飯國さんは来年2月に横浜で開催され
る全国家の光大会に県代表として出場します。
　また、研修会では、ＮＰＯ法人コミュニティスクール・まち
デザインの近藤惠津子理事長が「食の安心・安全について
～食品添加物と表示について～」と題して講演しました。

　いわみ中央地区本部は浜田市黒川町のふれあいホール
で12月5日、浜田市と共催で産直交流会を開き、市内から
29人が参加しました。
　講師に浜田市弥栄町在住の朴銀璟さんをお招きし、旬の
野菜である地元産の白菜、大根を使った白菜キムチ、大根
キムチ作りの実演を交えた講義を行いました。実演では、
白菜の塩漬の行程や大根を均等に切る方法など、事前準備
の大切さなどの説明を受けました。
　参加者は、「説明がとても丁寧で分かり易くて良かった。
次回もこのような講習会が開催されれば是非参加したい」と
話しました。

　津和野町農業青年クラブ（会長石橋康邦）は１２月８日、
同町後田の津和野町町民センターで「わんぱくらんど」の
収穫祭を開きました。
　田植えや稲刈りなどの農作業を通して、農業に親しんでも
らい食べ物の大切さを学んでもらおうと平成９年から始めた
「わんぱくらんど」は今年が２１回目となります。
　当日は、同町田二穂地区の水田で園児らが春に植え、秋
に刈り取ったもち米「ヤシロモチ」を使い餅つきをして収穫
を祝いました。

西いわみ

本　店

農業青年クラブが
「わんぱくらんど」収穫祭を開催

第19回島根県家の光大会を開催
いわみ中央

消費者交流会
冬野菜を使ってキムチ作りを学ぶ

島根おおち

　島根おおち地区本部は１２月１３日、管内の安心・安全に
寄与することを目的として、公用車に設置したドライブレコー
ダー等の記録データを提供するための協定を川本警察署と
締結しました。
　協定締結式は川本警察署で行われ、生活安全刑事課の足
立大樹課長が協定内容の説明をした後、同署の坂根英明署
長と同地区本部の日髙光弘本部長が協定書へ署名調印しま
した。
　同地区本部では、社会貢献や役職員の交通安全に対する
意識の向上を目的として、公用車にドライブレコーダーを設
置しました。公用車は約１２０台あり、１２月から順次設置し
て今年度は５０台設置しました。残りの公用車については、
来年度以降に計画的に設置していく予定です。
　今後、ドライブレコーダー等の記録データを捜査情報等と
して提供することで交
通事故の抑止、事件事
故の捜査活動、災害に
対する危機管理等に活
用し、管内地域住民の
生活の安全、安心に寄
与することを目指して
いきます。

ドライブレコーダーで
安心・安全に貢献

表彰状を受ける飯國さん（右）と、
表彰状を読み上げるＪＡしまね山根盛治副組合長 大根キムチ白菜キムチ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

島
根
県
農
業
協
同
組
合

　
島
根
お
お
ち
地
区
本
部

常
務
理
事
本
部
長	

日
髙　

光
弘

常
務
理
事
副
本
部
長	

小
西　

圭
二

理　
　

事	

山
田　

康
司

理　
　

事	

下
垣　

忠
文

監　
　

事	

岡
本　

利
実

運
営
委
員	

上
田　

正
彦

	

品
川　

隆
博

	

服
部　

真
生

	

日
高　

建
雄

	

谷
岡　

良
昭

	

寺
脇　

義
文

	

上
田　

文
雄

	

掛
川　

佳
孝

	

南
山　

雅
之

	

安
田　

英
文

	

福
間　
　

定

	

上
田　

信
司

	

松
嶋　

浩
孝

	

黒
川
民
次
郎

	

千
代
延
俊
介

	

千
代
延
正
喜

	

寺
内　

洋
子

	

大
屋
み
ど
り

	

平
田　

一
樹

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
農
政
会
議
会
長

	

山
中　

康
樹

島
根
お
お
ち
女
性
部
部
長	

寺
内　

洋
子

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
青
年
連
盟
委
員
長

	

玉
川　

幸
司

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
島
根
お
お
ち
地
区
本
部

本
部
長　

日
髙
　
光
弘

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
島
根
お
お
ち
地
区
本
部

副
本
部
長　

小
西
　
圭
二

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
家
族
お
揃
い
で
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
格
別
の
ご
利
用
と
ご
協

力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
も
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
基
本
目
標
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農

業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」の
達
成
に
む
け
て
、
販
売
力
の
強
化
・
生

産
資
材
価
格
の
低
減
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
十
分

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
、
組
合
員
な
ら
び
に
地
域
の
皆
さ
ま
よ
り
Ｊ
Ａ
に
お
寄
せ
頂
き
ま
し

た
ご
理
解
ご
協
力
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
29
年
は
、
夏
の
大
雨
等
も
あ
り
難
し
い
天
候
で
の
農
業
で
ご
ざ
い
ま

し
た
が
、
米
の
作
況
指
数
も
１
０
２
と
発
表
さ
れ
、
米
の
集
荷
は
10
万
６
千
袋

の
出
荷
を
頂
き
、
ま
た
園
芸
・
畜
産
に
お
き
ま
し
て
も
生
産
販
売
に
ご
尽
力

頂
き
ま
し
た
こ
と
を
衷
心
よ
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
決
算
の
結
果
、
当
地
区
本
部
で
は
通
常
配
当
１
％
に
加
え
0
・

5
％
の
業
績
還
元
見
合
い
配
当
と
６
５
０
万
円
の
業
績
還
元
を
実
施
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
は
戌
年
で
す
。
酉
が
収
穫
し
た
も
の
を
守
る
の
が
戌
だ
そ
う
で

あ
り
ま
す
。
犬
が
駆
け
る
が
ご
と
き
発
展
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
念
願
す
る

に
実
感
い
た
だ
け
る
状
況
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
11
月
に「
今
、
一
番
食
べ
て
ほ
し
い
お
米
」

２
０
１
７
米
の
ヒ
ッ
ト
甲
子
園
に
お
い
て
、
日
本
№
1
の
大
賞
に「
石
見
高
原

ハ
ー
ブ
米
き
ぬ
む
す
め
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
生
産
し
て
こ
ら
れ
た

組
合
員
の
ご
努
力
の
成
果
を
大
変
う
れ
し
く
思
う
と
と
も
に
、
今
後
激
化
し

て
く
る
ブ
ラ
ン
ド
米
市
場
を
勝
ち
抜
く
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
30
年
度
は
こ
の
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
を
し
っ
か
り
活
か
す
よ
う
努
め
、
農
業

所
得
増
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
皆
様
方
に
と
っ
て
ご
健
勝
で
素
晴
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し

て
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

も
の
で
す
。
本
年
２
月
に
は
業
績
還
元
と
し
て
、
組
合
員
感
謝
の
集
い
「
石
原

詢
子
シ
ョ
ー
」
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
大
和
地
区
の
２
か
所

の
小
水
力
発
電
所
（
都
賀
発
電
所
・
角
谷
発
電
所
）
に
つ
い
て
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
固
定
買
取
制
度
に
よ
る
大
規
模
改
修
工
事
を
す
す
め
、
其
々
６
月
末
・

９
月
末
に
完
成
の
運
び
で
す
。
地
域
の
水
資
源
を
活
か
し
た
小
水
力
発
電
所

が
更
に
後
世
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
営
農
関
係
で
は
、
日
経
ト

レ
ン
デ
ィ
誌
に
掲
載
さ
れ
た
、「
米
の
甲
子
園
大
賞
米
・
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米

き
ぬ
む
す
め
」
を
特
別
栽
培
米
普
及
の
追
い
風
と
し
て
管
内
で
の
普
及
推
進

に
取
り
組
み
、
農
業
所
得
向
上
を
図
る
所
存
で
す
。
ま
た
、
邑
智
米
倉
庫
の

設
備
低
温
化
を
す
す
め
美
郷
町
産
米
の
高
位
品
質
維
持
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
を
す
す
め
、
農
業
所
得
増
大
・
農
業
生
産
拡
大

と
地
域
社
会
発
展
に
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
り
信
頼
さ
れ
、
必

要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
地
区
本
部
づ
く
り
に
邁
進
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
・
地

域
の
皆
さ
ま
の
営
農
と
生
活
に
軸
足
を
置
き
事
業
展
開
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

本
年
も
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
年
が
幸
多
く
豊
穣
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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平成30年度
島根おおち

オリジナルカレンダー

小・中学生書道コンクール
瑞穂小学校1年
金　子　陽　里銅賞

条幅の部・半紙の部

佳 作 邑智小学校1年
松　谷　詩　音

みどりを守る児童画コンクール
第43回JA

バンク

銀賞

銅賞

川本小学校2年
吉　田　千　秋
口羽小学校6年
谷　　　　　柚

佳作

佳作

大和小学校2年
伊　藤　紗　莉
石見東小学校2年
渡　辺　結　衣

小・中学生交通安全ポスターコンクールJA
共済

二席 瑞穂小学校3年
三　井　咲　彩

全国クミアイプロパン絵のコンクール
JA
全農

第33回

邑智小学校3年
平　木　　　颯1月
大和小学校1年
坂　本　奨　馬2月
瑞穂小学校3年
三　井　咲　彩3月
口羽小学校4年
谷　　　　　桜4月
おおち保育園 6才
福　嶋　結　花5月
邑智小学校1年
松　谷　詩　音6月
おおち保育園 6才
岡　　　琴　遥7月
瑞穂小学校1年
金　子　陽　里8月
川本小学校2年
吉　田　千　秋9月
阿須那小学校3年
小　原　一　貴10月
いわみ西保育所 5才
横　洲　　　愛11月
口羽小学校6年
谷　　　　　柚12月

入賞者
（敬称略）

受賞者決定

　JA しまね女性部が主催する、第 39 回みどりをまもる小学生作文コンクールがあり、当地区本部管内の江津
市立桜江小学校２年生の升

ま す も と

本樹
い つ き

希君の作品「ぼくの大すきな川」が農林中央金庫松江営業所長賞を受賞しました。
　このコンクールは、児童が自然、環境、農業、食料、地域行事等に関心を抱いてもらうため行なわれ、県内31
校の小学校から88名の児童から応募がありました。

第39回みどりをまもる小学生作文コンクール

10



島根おおちトピックス

　

出
雲
市
の
ラ
ピ
タ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
パ

レ
ス
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
窓
口

セ
ー
ル
ス
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
組

合
員
や
利
用
者
に
「
信
頼
さ
れ
、
選
ば
れ
、
必
要
と
さ

れ
る
Ｊ
Ａ
」
を
目
指
す
た
め
、
窓
口
担
当
者
の
対
応
力

や
セ
ー
ル
ス
技
術
を
競
い
、
相
互
研
鑽
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
地
区
本
部
か
ら
は
、
全

支
店
に
お
い
て
予
選
会
を
行
い
、
川
本
支
店
の
樋
口
職

員
が
代
表
で
出
場
い
た
し
ま
し
た
。

　

ゆ
と
り
倶
楽
部
は
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で
第
８
回
講

座
「
ミ
ニ
門
松
作
り
」
を
地
元
邑
南
町
の
舟
津
隆
壯

さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

19
名
の
受
講
生
が
参
加
し
、
ま
ず
完
成
品
を
前
に
、

作
業
の
工
程
と
ポ
イ
ン
ト
を
舟
津
さ
ん
か
ら
ご
説
明

い
た
だ
い
た
あ
と
ミ
ニ
門
松
作
り
に
取
り
掛
か
り
ま

し
た
。
最
初
に
輪
切
り
に
し
た
孟
宗
竹
の
器
の
周
り

に
ワ
ラ
を
貼
り
付
け
、
舟
津
さ
ん
の
チ
ェ
ッ
ク
の
あ
と

器
の
上
下
を
ワ
ラ
縄
で
結
ん
で
い
た
だ
き
、
斜
め
に

切
っ
た
竹
３
本
と
松
、
梅
の
枝
、
赤
い
実
な
ど
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
差
し
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
最
後
に
扇
型

の
飾
り
差
し
込
む
と
一
層
お
正
月
ら
し
く
出
来
上
が

り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
作
品
を
前
に
「
大
変
素
敵

な
の
が
出
来
て
よ
か
っ
た
」「
早
速
玄
関
に
飾
り
た
い
」

な
ど
お
互
い
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
自
動
車
燃
料
部
で
は
、
皆
様
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
ガ
ス
川
柳

の
入
選
作
品
の
発
表
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
３
７
５
作
品
が
あ
り
、
厳
選
な
る
審
査
の
結
果
３
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
管
内
か
ら
も
１
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

ガ
ス
風
呂
に
　
今
日
の
疲
れ
　
助
け
ら
れ	

桜
江　

佐
々
木　

紀
美
枝
さ
ん

　

毎
年
恒
例
の
「
ご
来
店
感
謝
デ
ー
」
を
各
支
店
で
実
施
し
ま
し
た
。

各
支
店
で
は
、
用
意
し
た
粗
品
を
来
店
者
に
配
り
、
は
っ
ぴ
や
タ
ス
キ

を
か
け
、
振
り
込
め
詐
欺
へ
の
防
犯
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
日
頃
の
感

謝
を
込
め
て
、
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

9
12月

13
12月

窓
口
セ
ー
ル
ス
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
大
会

ゆ
と
り
倶
楽
部
第
８
回
講
座
開
催

ガ
ス
川
柳
入
選
作
品
発
表

日
頃
の
感
謝
を
込
め
て

15
12 月
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祝
米
の
ヒ
ッ
ト
甲
子
園
で
大
賞
受
賞

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で
は
、「
販
売
に
結
び
つ

い
た
米
作
り
」
と
し
て
、「
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
」

の
生
産
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
度
「
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
き
ぬ
む
す
め
」
が

日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
ー
主
催
「
米
の
ヒ
ッ
ト
甲
子
園
」

に
て
全
国
１
９
５
銘
柄
の
中
か
ら
９
銘
柄
が
選
ば

れ
、
更
に
最
終
（
日
本
一
）
の
「
大
賞
米
」
と
し
て

選
ば
れ
ま
し
た
。
大
賞
米
は
東
京
自
由
が
丘
の
料

理
店
に
て
期
間
限
定
特
別
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
「
ご
は

ん
が
す
す
む
京
の
お
か
ず
御
膳
」
と
し
て
提
供
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
」
は
ク
ロ
ー
バ
ー
を
稲
刈

り
後
の
水
田
で
育
て
、
田
植
え
前
の
緑
肥
と
し
て
す

き
込
む
こ
と
で
化
学
肥
料
を
99
％
抑
え
た
方
法
で

栽
培
し
て
い
ま
す
。
農
薬
は
通
常
の
５
割
減
で
取

組
み
、
環
境
に
や
さ
し
い
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
農
産
物
」

と
し
て
生
産
し
て
お
り
、
広
島
や
東
京
方
面
へ
販
売

し
て
い
ま
す
。
10
年
以
上
に
わ
た
る
ハ
ー
ブ
米
の
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
糧
に
、
よ
り
安
心

安
全
な
売
れ
る
米
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
区
本
部
で
は
「
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
」
生
産

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
営
農

部
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

「
今
一
番
食
べ
て
ほ
し
い
お
米
」は

石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
き
ぬ
む
す
め
に
決
定
！

そもそも
「自己改革」って何？

人事異動のお知らせ シリーズ
自己改革
実現に向けて

当JAでは

「
米
の
ヒ
ッ
ト
甲
子
園
」と
は

全
国
の
五
ツ
星
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
に
、
お
薦
め
の

新
米
を
３
つ
挙
げ
て
も
ら
い
、
得
票
数
で
上
位
に

選
出
さ
れ
た
９
銘
柄
を
対
象
に
味
覚
審
査
会
を
実

施
。
審
査
委
員
長
を
含
む
７
人
の
審
査
委
員
が
官

能
審
査
で
大
賞
米
を
選
ぶ
。
消
費
者
目
線
か
ら
お

米
の
味
と
米
食
の
魅
力
を
伝
え
、一
層
お
い
し
く
お

米
を
食
べ
る
日
々
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

　「農業者の所得増大」「農業生産
の拡大」「地域の活性化」の３つを
基本目標に自主・自立の協同組合
としてJAが自ら進める改革のこ
とを言います。

●豊かな地域農業と地域社会の形成および強靭なJA
経営の確立を基に組合員・利用者に信頼され喜ばれ
るJA運営を目指しています。
●組合員の意見や要望をいただく機会を増やします。
●統合メリット発揮も自己改革の１つです。島根県の
JAが１つになったことにより、地区本部を越えた
施設利用や営農指導だけでなく、統一規格による
島根ブランドの確立・肥料や農薬等の銘柄集約によ
る価格低減などの取り組みを実施しています。
●これらの取り組みにより、「儲かる農業の実現」を目
指しています。

平成29年12月１日付 人事異動
氏　名 新　任 備　考

福島　央睦 営農部
農機拠点センター 臨時採用

平成29年12月18日付 人事異動
氏　名 新　任 備　考

岸　　　茂
生活部　自動車燃料課
瑞穂自動車燃料センター兼
石見自動車燃料センター

臨時採用

平成30年１月１日付 人事異動
氏　名 新　任 旧　任

上田万里子 企画管理部
総務課

生活部
総合生活課

平成29年12月31日付 退職
氏　名 部　署

槇田希由美 企画管理部 総務課

12



農 だ よ り営

平成30年度水稲振興計画
地区本部3ヵ年計画における農業振興基本方針

【１. 販売に結びついた米生産の取り組み】
１）特別栽培米「石見高原ハーブ米コシヒカリ」の振興
２）特別栽培米「石見高原ハーブ米きぬむすめ」の振興
３）特別栽培米「つや姫」の振興

（１）【平成30年度特別栽培米の生産計画】

     　

ハーブ米コシヒカリ ハーブ米きぬむすめ つや姫

面積（ha）生産量（t）面積（ha）生産量（t）面積（ha）生産量（t）

172 647 30 128 45 140

（２）【地力増進対策による品質及び収量の向上】
１）堆肥及び土壌改良材の施用により品質・収量の向

上につなげます。堆肥助成も実施します。
２）水不足が原因とする品質低下対策を強化していき

ます。
３）良品質米の生産と地帯別作付け誘導に向けた対策

　　品質低下を防ぐため高温対策による遅植を進め、
良品質米の生産に取り組みます。

　　・５月下旬配達（5/21 ～）
　　　通常より 10％下げた価格

【2. 集荷対策】
（１）米集荷対策助成金

JA の米検査場へ出荷された米に対し、
300 袋以上出荷された生産者に対し 1 袋当り 120
円（税込み）
300 袋以下出荷された生産者に対し 1 袋当り 60 円

（税込み）
の集荷対策の助成を行います。

（２）JA ライスセンター利用対策助成金
ライスセンターへ 10t 以上（籾換算）出荷された生
産者で平日利用の場合、利用料金の 15％を助成

平成30年度園芸作物振興計画
品　目 振興策 具体策 助　成

白ねぎ

白絹、軟腐対策 粒剤購入助成 1/3

面積拡大対策

5a 以上作付け者へ苗助成 100 円 / 箱
面積拡大部分苗助成 200 円 / 箱
新規作付け苗助成 1/2
出荷調整施設利用料助成 1/3

ナス

新規生産対策 支柱購入助成 1/2
接木苗助成 1/4

面積拡大対策 支柱購入助成 1/2
接木苗助成 1/6

接木苗 自根から接木苗への変更助成 1/4
省力化対策 サスペンジョンの購入助成 1/3

ミニトマト

品質対策 遮光資材購入助成 1/3 上限あり
資材費対策 天井ビニール更新助成 1/3 上限あり
潅水対策 潅水資材の購入助成 1/3

アンジェレの振興 接木苗助成 1/3
接木苗助成（新規・増反） 1/2

主要品目の振興策

品　目 粗収益 経営費 所　得
白ねぎ 612 千円 283 千円 329 千円
ナス 1,623 千円 991 千円 632 千円
ミニトマト 1,965 千円 1,003 千円 962 千円

主要品目の所得

※�但し、上記の金額には、各品目の交付金（価格補償金、産地交付金等）や減価償却費（その他の費用等）は含ま
れておりません。
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農 だ よ り営

39.38%合計36.14%去勢雌
県外移出率

43.65%

平
成
29
年
12
月
子
牛
市
場
成
績
表

中央 “続伸” の相場展開 
　本県12月の子牛市場は、中央市場のみの開設で、288頭の上場があり、平均価格は、
雄675,440円、去勢829,759円、総平均767,257円で“続伸”の取引となりました。
　今月の上場牛は、発育良好・体積豊かなものも見られましたが、発育・体積が劣
るもの、肋張りが弱いもの、体のゆるいものも散見され、ややばらつきが見られま

した。
　今月に入ってからは、年末需要により全国的に枝肉価格が上昇しており、これに
伴い素牛価格も全国的に一段高の状況となっています。
　こうした状況から、今後も引き続き繁殖農家での飼養頭数の維持・拡大と後継者
づくりに地域を挙げて取り組み、購買者が島根県内各子牛市場へ安心して購買に
来て頂けるように上場頭数の確保が必要となります。

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

川 本
メス 2 713,880 533,520 623,700
ヌキ 5 921,240 584,280 773,712
合計 7 921,240 533,520 730,851

邑 智
メス 3 729,000 714,960 724,320
ヌキ 4 955,800 764,640 834,300
合計 7 955,800 714,960 787,166

大 和
メス     
ヌキ 2 795,960 582,120 689,040
合計 2 795,960 582,120 689,040

桜 江
メス 1 649,080 649,080 649,080
ヌキ 1 725,760 725,760 725,760
合計 2 725,760 649,080 649,080

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 113 1,629,720 267,840 675,440
ヌキ 166 1,078,920 410,400 829,759
合計 279 1,629,720 267,840 767,257

島根おおち
メス 8 729,000 533,520 663,660
ヌキ 18 1,000,080 505,440 769,020
合計 26 1,000,080 505,440 736,602

瑞 穂
メス     
ヌキ 1 980,640 980,640 980,640
合計 1 980,640 980,640 980,640

羽 須 美
メス     
ヌキ     
合計 0 0 0 0

石 見
メス 2 699,840 540,000 619,920
ヌキ 5 1,000,080 505,440 710,424
合計 7 1,000,080 505,440 684,566

平成29年産島根米　買取単価一覧表
銘　　　柄 １等 ２等

コシヒカリ
追加確定金 200 200
仮　単　価 6,250 5,900
買取単価計 6,450 6,100

コシヒカリ（1.9：上）
追加確定金 200 －
仮　単　価 6,350 －
買取単価計 6,550 －

きぬむすめ
追加確定金 200 200
仮　単　価 6,100 5,750
買取単価計 6,300 5,950

きぬむすめ（1.9：上）
追加確定金 200 －
仮　単　価 6,200 －
買取単価計 6,400 －

つや姫
（特別栽培 ST）

追加確定金 200 200
仮　単　価 6,450 6,100
買取単価計 6,650 6,300

つや姫
（特別栽培 ST）（1.9：上）

追加確定金 200 －
仮　単　価 6,550 －
買取単価計 6,750 －

ハナエチゼン
追加確定金 200 200
仮　単　価 5,900 5,550
買取単価計 6,100 5,750

銘　　　柄 １等 ２等

S 産地
ハーブ米コシヒカリ

追加確定金 200 200
仮　単　価 7,100 6,600
買取単価計 7,300 6,800

ハーブ米コシヒカリ
追加確定金 200 200
仮　単　価 6,600 6,150
買取単価計 6,800 6,350

ハーブ米きぬむすめ
追加確定金 200 200
仮　単　価 6,600 6,100
買取単価計 6,800 6,300

30㎏紙袋、円 ( 税込 )

（１）うるち玄米

（３）酒造好適米

（２）特別栽培米

銘　　　柄 特上 特等 １等 ２等 3 等

五百万石
追加確定金 150 150 150 150 150
仮　単　価 7,900 7,800 7,600 7,050 6,550
買取単価計 8,050 7,950 7,750 7,200 6,700

山田錦
追加確定金 200 200 200 200 200
仮　単　価 9,750 9,650 9,000 7,950 7,200
買取単価計 9,950 9,850 9,200 8,150 7,400

（４）もち玄米
銘　　　柄 １等 ２等 3 等

ヒメノモチ・ココノエモチ
ミコトモチ・ヤシロモチ

追加確定金 30 30 30
仮　単　価 6,000 5,400 4,900
買取単価計 6,030 5,430 4,930
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女
が
性
行
部
く

島根おおち地区本部

問い合わせ先 ☎83-1802

今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介
◇
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に「
お
さ
い
ふ
カ
ー
ド
」の
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
っ
て
い
て
買
物
券
を
も
ら
い

ま
し
た
。
何
で
も
も
ら
え
る
も
の
は
う
れ
し
い
で
す
。（
買
い
物
を
し
た
か
ら
な
ん
で
す
け
ど
ね
）３

割
引
、２
割
引
に
も
弱
く
て
、つ
い
手
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
傍
ら
で
主
人
が「
女
は
割
引
に
弱
い
。

タ
ダ
だ
と
余
計
に
…
」と
ぼ
や
い
て
い
ま
す
。
商
品
券
当
た
ら
な
い
か
な
～
。

	

石
見
支
店
管
内　

Ｎ
さ
ん　

60
代

●
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
。
買
い
物
券
に
換
え
て
使
っ
て
い
た

だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
Ｊ
Ａ
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
ポ
イ
ン
ト
ど
ん
ど
ん

貯
め
て
、
買
物
券
で
、
ド
ド
～
ン
と
自
分
へ
の
ご
褒
美
を
ご
購
入
下
さ
い
！
お
得
が
大
好
き
な

の
は
女
の「
サ
ガ
」。
商
品
券
当
た
る
と
い
い
で
す
ね
！

◇
毎
月
、
す
ぐ
読
む
の
は「
健
康
散
歩
」と
「
料
理
」
で
す
。
材
料
が
そ
ろ
う
の
で
楽
し
み
で
す
ね
。

先
日
テ
レ
ビ
で
あ
の
倉
本
聰
さ
ん
が「
徴
農
制
」を
敷
け
ば
良
い
と
言
っ
て
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
、

な
る
ほ
ど
、
日
本
が
変
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
も
う
参
加
は
出
来
な
い
で
す
が
将
来

を
楽
し
み
に
死
ん
で
い
け
そ
う
で
す
が
…
。	

大
和
支
店
管
内　

Ｋ
さ
ん　

70
代

●
倉
本
聰
さ
ん
と
い
え
ば
ド
ラ
マ「
北
の
国
か
ら
」「
風
の
ガ
ー
デ
ン
」な
ど
北
海
道
富
良
野
の
大
自

然
が
舞
台
の
作
品
が
有
名
。
ご
自
身
も
富
良
野
在
住
四
十
年
と
の
こ
と
。
自
然
が
大
好
き
な
ん

で
す
ね
。「
徴
農
制
」に
つ
い
て
、
若
い
人
た
ち
は
土
に
向
か
う
べ
き
、
食
う
こ
と
は
生
き
る
こ
と

の
根
源
に
繋
が
る
と
の
お
考
え
。
若
い
う
ち
か
ら
農
業
を
体
験
す
る
こ
と
で
食
に
対
す
る
意
識
、

生
き
て
い
く
こ
と
の
意
識
が
変
れ
ば
日
本
の
未
来
も
安
泰
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

◇
我
が
家
で
は
、11
月
こ
ろ
か
ら
冬
桜
が
咲
き
始
め
ま
し
た
。
今
５
分
咲
き
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

白
く
て
小
さ
い
花
は
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
近
く
を
通
行
さ
れ
る
方
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
ま

す
よ
。
今
年
も
咲
い
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
！	

川
本
支
店
管
内　

Ｎ
さ
ん　

60
代

●
冬
に
咲
く
桜
、
珍
し
い
で
す
ね
。
周
り
の
木
々
は
葉
っ
ぱ
も
落
ち
て
冬
支
度
な
の
に
、
桜
の

花
が
鑑
賞
で
き
る
の
は
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。
時
々
運
転
し
な
が
ら
雪
か
な
、
花
か
な
、
何
だ

ろ
う
と
二
度
見
し
て
し
ま
う
冬
桜
。
近
く
で
ゆ
っ
く
り
見
て
み
た
い
で
す
。

◇
15
日
に
た
ま
た
ま
桜
江
の
金
融
に
用
事
が
あ
り
行
き
ま
し
た
。
当
日
は
、〝
お
客
様
感
謝
デ
ィ
〟

と
の
事
で
お
茶
と
ま
ん
じ
ゅ
う
を
戴
い
た
上
に
、
お
土
産
に
私
の
好
き
な
観
葉
植
物
に
、
正
月

用
の
箸
に
貯
金
箱
ま
で
…
。
と
っ
て
も
幸
せ
な
一
日
で
し
た
。
一
年
間
あ
り
が
と
う
! !　

職
員
の

皆
さ
ん	

桜
江
支
店
管
内　

Ｉ
さ
ん　

60
代

●
い
つ
も
ご
来
店
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
普
段
の
ご
利
用
に
対
し
ま
し
て
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
幸
い
で
す
。
こ
ち
ら
こ
そ
一
年
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
役
職
員
一
同
ご
来
店
、

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

女
性
部
瑞
穂
支
部
研
修
会
開
催

女
性
部
邑
智
支
部

「
年
の
瀬
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ク
」を
発
送

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
島
根
お
お
ち
女
性
部
瑞
穂
支
部
は
11
月
21
日（
火
）

に
邑
南
町
の「
霧
の
湯
」で
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
14

名
の
部
員
が
集
ま
り
、
服
部
千
津
子
部
長
の
挨
拶
後
、
邑
南
営
農

生
活
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
村
教
次
営
農
指
導
員
よ
り
女
性
部
に
栽
培
を

推
奨
し
た
い
作
物
と
し
て
「
つ
る
む
ら
さ
き
」
の
栽
培
、
出
荷
方

法
の
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。「
つ
る
む
ら
さ
き
」は
5
月
～
10
月
と
収
穫
期
間
が
長
く
、

軽
量
で
出
荷
も
容
易
に
出
来
る
の
で
空
い
た
畑
で
取
り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
と
の
話

し
を
聞
き
、
来
年
の
作
付
け
に
取
り
入
れ
て
み
た
い
と
の
部
員
も
あ
り
有
意
義
な
研

修
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
Ｊ
Ａ
共
済
制
作
の「
交
通
安
全
」

と「
詐
欺
被
害
防
止
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
鑑
賞
後

に
二
つ
と
も
自
分
た
ち
の
身
近
な
問
題
だ
。
み
ん
な
で
気
を
付

け
よ
う
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
12
月
1
日（
金
）に
家
の
光
地
方
講
師
の
影
山
和
美

先
生
を
お
招
き
し
、
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
を
習
い
ま
し
た
。
こ
の
日

は
ミ
ニ
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
に
好
き
な
絵
柄
の
ペ
ー
パ
ー
ナ
プ
キ
ン

を
切
り
取
り
、
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
後
、
溶
剤
で
貼
り
付
け
て
い

き
ま
し
た
。
参
加
し
た
10
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
な
バ
ッ

ク
の
仕
上
が
り
を
見
比
べ
な
が
ら
、
た
ま
に
は
手
仕
事
も
い
い

ね
と
大
変
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

　

女
性
部
邑
智

支
部
は
12
月
20

日（
水
）
に
恒
例

の
「
年
の
瀬
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ク
」

を
発
送
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
邑

智
支
部
の
女
性
部
が
美
郷
町
と

協
力
し
て
女
性
部
手
作
り
加
工

品
を
は
じ
め
、
町
内
産
の
品
物

を
詰
め
合
わ
せ
、
遠
く
離
れ
て

住
む
家
族
に
ふ
る
さ
と
の
味
を
届
け
よ
う
と
始
ま
っ
た
小

包
で
す
。
今
年
度
も
５
月
に
年
末
年
始
の
必
需
品
「
そ
ば
」

と「
雑
煮
餅
」
を
含
め
た
メ
ニ
ュ
ー
９
品
目
を
決
定
し
、
女

性
部
担
当
の
梅
干
は
６
月
に
梅
の

収
穫
と
塩
漬
け
、
７
月
に
天
日
干

し
、
８
月
に
赤
じ
そ
漬
け
に
し
、

柚
子
大
根
は
９
月
に
大
根
の
種
ま

き
、
12
月
に
大
根
収
穫
、
柚
子
集

め
と
漬
込
み
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
袋
詰
め
と
発
送
日
を
目
指
し
て

準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
発
送

前
日
の
19
日（
火
）
に
は
女
性
部

員
、
Ｊ
Ａ
職
員
と
役
場
担
当
職
員

の
方
と
で
検
品
し
な
が
ら
箱
詰
め

し
、
20
日
（
水
）
は
、
箱
の
中
身

の
再
点
検
を
し
、
郵
便
局
の
皆
さ

ん
と
あ
て
先
住
所
シ
ー
ル
を
貼
り

付
け
、
お
昼
に
は
無
事
発
送
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
邑
智
支
部
の

尾
原
恵
美
子
部
長
は
、
毎
年
無
事

に
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く
ま
で
心

配
で
す
。
箱
を
開
け
て
喜
ん
で
頂

け
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
心
を
込

め
て
詰
め
込
み
ま
し
た
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

21
11月

1
12月

20
12月

15



2月の行事紹介

15日（木）・16日（金）・17日（土）2月の外勤日

年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください JAしまね　島根おおち地区本部　年金相談センターTEL.83-1803

総代・連絡員合同会議
時　間：13：30〜時　間：9：30〜

2月1日
木

2月2日
金

2月5日
月

2月6日
火

2月21日
水

知らないと損する、
農業者年金のご案内

ゆとり倶楽部
時　間：9：30〜　場　所：田所公民館
内　容：寒い時期にピッタリ！身体の温まる料理教室

農
業
者
年
金
の
内
容
や

ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
又
は

農
業
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　農業者年金は、国民年金の第 1 号被保険者（保険料納付免除
者を除く）で、年間 60 日以上農業に従事する60歳未満の方で
あれば、どなたでも加入できます。

平成30年

2月年金相談会

午前10：00から午後3：00

羽須美支店 2/7（水）
石見支店 2/13（火）

瑞 穂 支 店　　羽須美支店
石 見 支 店　　川 本 支 店
邑 智 支 店　　大 和 支 店
生　活　部
井原給油所（新設）

AED 設置場所（８ヶ所）

AED設置場所の
変更について

AEDの設置場所の見直しを行い、
下記８ヶ所の設置場所としました。

1. 少子高齢化時代に強い積立方式年金です。
自ら納めた保険料としてその運用益を年金の原資として積立、この年金原資の額に応じて
将来受取る年金額が決まる『積立方式』の年金です。

2. 保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます。
自分が必要とする年金額の目標に向けて、保険料を自由に決められ（月額2万～6万7千円
の間で千円単位）、経営の状況や老後設計に応じいつでも見直せます。

3. 65歳から終身年金で 80 歳までの保証付です。
仮に加入中又は、受給中の方が80歳前に亡くなった場合でも、死亡した翌月から80歳ま
でに受け取れるはずの農業者老齢年金の額相当が死亡一時金として遺族に支給されます。

4. 公的年金ならではの税制上の優遇措置があります。
支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象になります。

５. 農業の担い手には、手厚い政策支援（保険料の国庫補助）があります。
認定農業者で青色申告をしている方など、農業の担い手となる方には国から月額最高 1 万
円の保険料補助があります。

農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

瑞穂地区
田所公民館

川本地区
悠邑ふるさと会館
羽須美地区
阿須那公民館
桜江地区
桜江総合センター研修室

石見地区
矢上交流センター多目的ホール

邑智地区
邑智支店会議室
大和地区
都賀西基幹集落センター
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